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この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意
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日本産業規格          JIS 
 C 1910-1：2026 
 (IEC 61786-1：2013＋AMD1：2024) 

人体ばく露を考慮した直流磁界並びに 

1 Hz～100 kHz の交流磁界及び交流電界の測定－ 

第 1 部：測定器に対する要求事項 

Measurement of DC magnetic, AC magnetic and AC electric fields from  

1 Hz to 100 kHz with regard to exposure of human beings- 

Part 1: Requirements for measuring instruments 

 
序文 

この規格は，2013 年に第 1 版として発行された IEC 61786-1 及び 2024 年に発行された Amendment 1 を

基に，技術的内容を変更することなく作成した日本産業規格である。ただし，追補（amendment）について

は，編集し，一体とした。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，直流磁界並びに 1 Hz～100 kHz の周波数帯域の準静的磁界及び準静的電界への人体へのば

く露レベルを評価するために，磁界及び電界の強度測定に用いる測定器について規定する。 

磁界及び電界の発生源は，商用周波数で動作し，商用周波数及びその高調波磁界及び高調波電界を発生

する機器，この規格の対象周波数帯域の磁界及び電界を発生する機器，直流磁界を発生する機器及び地磁

気である。この規格が対象とする電界及び磁界の強度は，交流磁界では 0.1 μT～200 mT，直流磁界では 1 

μT～10 T，及び交流電界では 1 V/m～50 kV/m である。 

この強度範囲を超える測定を実施する場合においても，この規格の規定のほとんどが適用できるが，特

定の不確かさ及び校正手順については，注意することが推奨されている。 

この規格は，特に次の項目について規定又は記載する。 

－ 用語の定義 

－ 磁界計及び電界計仕様への要求事項 

－ 校正方法 

－ 測定器の不確かさについての要求事項の定義 

－ 磁界及び電界の一般的性質の説明（附属書 C 参照） 

－ 測定器の動作原理の説明 

注記 1 人体ばく露の評価に関する明確な目的を達成するための測定方法は，JIS C 1910-2[39]1)で規定


